
調査方法 試行フローに
対応する項目 目的 調査対象 調査時期 実施内容

ヒアリング
調査

(テーマの
選定等)

PD
ヒアリング

①

• 評価項目案に
対する感触を
伺う

• 課題評価の試
行にあたって
情報収集すべ
き研究テーマ
を選定

対象３課題の
PD

11月中旬 事務局で作成した評価項目案を提示し、以
下に関して意見・感触を聴取
• 調査項目として示したもの以外に含めた
方がよいと思う項目、不要と思う項目

• 調査項目をPDで把握することができる
か（難しい場合には誰を対象に調査すれ
ばよいか）

• PDが認識している、評価の試行にあた
り情報収集すべき各課題の中心的な研究
テーマについて

アンケート
調査

(課題評価)

アンケート
(テーマごと)

• 課題評価に必
要な情報（社
会実装や研究
開発の進捗）
を収集

対象３課題の
主要研究
テーマの
研究責任者

12月下旬
～
1月中旬

• 各課題の評価の試行を行うにあたり、必
要となる情報を収集するためのアンケー
ト調査を実施

• アンケート結果をヒアリング調査に反映

ヒアリング
調査

(課題評価)

ヒアリング
(テーマごと)

PD
ヒアリング

②

• 課題評価に必
要な情報（主
にマネジメン
ト等の面）を
収集

• SIP制度に対す
る所感を伺う

対象３課題の
PDおよび主要
研究テーマの
研究責任者

12月下旬
～
1月下旬

• 主にマネジメント等の面について、各課
題に対してヒアリング調査を実施し、課
題評価の試行に必要な情報を聴取

追跡評価の実施方法の検討-ヒアリングおよびアンケート調査のスケジュール-



4. 課題評価の試行
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（総括）
• 本課題は、アンモニアの有用性・可能性について着目し、期間中にPDの判断による研究テーマやリソースの選択

と集中を実施することにより、研究開発を推進した。
• その結果、SIP終了後に成果をクリーン燃料アンモニア協会（CFAA）に引き継ぎ、ガスタービンにおける混焼率

50％以上の領域での開発を進めるなど、実用化に向けた動きが継続して実施されている。
• また、CFAAでは、SIPのメンバーが継続研究開発体制が継続しており、マネジメントの面でも有効に機能したと

いえる。
• 研究成果の社会実装のために、課題終了後も国からのサポートが継続して得られることが望まれる。

＜マネジメント＞（一部抜粋）
• 本課題は第１期SIP終了後に、CFAAに引継ぎがなされ、社会実装を見据えて継続した研究開発が終了後も順調

に進められている（項目１５）。SIPの終了後に円滑に移行した背景には、研究開発の進捗の情報が実施中のみ
ならず実施終了後もマネジメントチーム（ＰＤ、２SPD、JSTの事務局により構成）に集約され、そのマネジ
メントチームが一体となって研究開発や社会実装の方向性検討を進められたことが大きく寄与しており、案件
全体を通じてマネジメントが効果的に機能した（項目１０、１３、１４）。

＜成果＞（一部抜粋）
• 本課題は、実用化には至っていないものの、第１期SIPの成果がクリーン燃料アンモニア協会(CFAA）に引き

継がれて、実証実験を行うなど、着実に実用化に向けた動きが進められている事例である。
• CFAAにおいて、 SIPの成果であるガスタービンにおける混焼率20％のアンモニア燃焼技術の技術開発を、混焼

率50％以上の領域で開発を進めるなどしてしており、混焼率20%については、実証実験のフェーズに移ってい
る（項目４）。

• 社会実装に向けた動きとしては、CFAAに所属する企業がフィージビリティ―スタディー（FS）を２０件以上
実施している。例えば、アンモニア燃料サプライチェーン検討におけるモデルケースでのLCAやコスト評価を、
現在、豪州・中東・北米などで検討が進んでいるアンモニア製造プロジェクトに採用してFSを実施している。

課題評価の試行-評価結果の一例：エネルギーキャリア（２）-
エネルギーキャリアの課題のストーリーとして、総括、成果の総論、マネジメントの総論をそれぞれ以下のように示す。

＜PDからの意見＞
・研究成果を社会実装まで持っていくためには長期的な研究が必要不可欠である。CFAAのような受け皿となる組
織に対して、課題終了後も国からのサポートが継続して得られることが望まれる。

※現在の研究開発状況に関わるため非公開
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課
題
評
価

情報収集 分析 評価

【追跡評価の実施フロー図】
課題評価・制度評価の実施にあたっては、運用指針を踏まえ全体像として
以下のフローを想定。

改善方策提案
等

情報収集 分析 評価

将来の科学技術・
イノベーション政策
の企画・立案への

示唆導出

成果の実用化・事業化の進捗の評価

制度の有効性等に関する評価

2021年度試行

2021年度検討

■課題評価を実施し、次に課題評価で得られた情報を活用しながら制度評価を実施

制度評価の検討-フロー図-

制
度
評
価

課題評価を試行する中で、
制度評価につながる情報を

抽出し、制度評価の
検討材料とする
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【具体的な観点案】

•期間終了後、研究テーマが他の国
プロ等で継承される等、残された
研究課題に対する関係府省からの
サポートがあったか？
また、社会実装に向けた支援が
あったか？

①関係省庁からの研究課題に対するサポート

制
度
評
価
に
あ
た
っ
て
の
観
点
案

【具体的な観点案】

•エネルギーキャリアにおけるCFAAの
ように、期間終了後もテーマ全体を引
き継げるような組織を構築していた
か？

•社会実装時の受け皿の事前検討は重要
だが、コンソや協会を設立するだけで
なく、その収支やランニングコストに
ついても検討していたか？

分類として「①関係府省からの研究課題に対するサポート」と「②社会実装に向けた体制の構
築」を設定し、課題評価の試行から得た情報およびSIP1期の制度についての所感を踏まえ
つつ、制度評価にあたっての観点案を検討した。

制度評価の検討-実施するための観点-

②社会実装に向けた体制の構築

※現在の研究開発状況に関わるため非公開



6. 追跡評価手法に関する改善すべき点
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抽出された改善すべき点-第4回WG討議概要-

・ ストーリーボードは初見の人にとっては理解しづらい。アウトプット、アウトカム、
インパクトという整理は分かりやすいと思うが、マネジメントの面について、
項目間の関係等を分かりやすく整理した方が良い

課題評価

• 成果の社会実装に対する障害や、それをクリアした方法等の情報を共有し、
フィードバックする制度が整っているか、評価する必要がある。

• ヒアリング調査では、SIPの成果を各省庁の施策につなげる事に苦労した
PDの事例があった。府省連携やデータ連携など、社会実装への取り組みに
ついて状況を把握し、制度上の問題点を検討する必要がある。

制度評価

• 「改善方策提案等」までが今年度試行のスコープに含まれているが、課題の改善案の
提案と、改善に相当するようなものを制度面に反映させていくことが重要。
今年度の試行も、改善方策の提案にどう反映させるのか、改善提案の形にまとめる
プロセスが必要である。



7. 次年度実施方針
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・３課題に対して実施した試行の手順を、来年度１１課題に拡張して実施
・今年度導出された問題点は、来年度の検討事項として留意

主要テーマ以外を選定する
方法については、改めて検討

アンケート調査の対象について、
今年度は項目１～６であったが、

項目１～１５を対象と
することも検討

ストーリーボード
(テーマごと)

アンケート・ヒアリング
(テーマごと)

ストーリー (課題ごと)
＝課題評価

XX課題

成果は～～～
成果が出た要因は～～～、
背景としては～～～、

XX課題全体を通して、
～～が特徴的であり、
～～という成果に結び付いた。

・・・

ヒアリングメモ
整理等

ヒアリングメモ
整理等

ヒアリングメモ
整理等

PDヒアリング②
(課題ごと)

テーマ
B

テーマ
D

テーマ
A

テーマ
C

テーマ
E

A

C

E

A

C

E

PDヒアリング①、主要テーマ選定
(課題ごと)

ストーリーボードについて
は、初見でも構造が理解
しやすいように構成を検討

次年度実施方針-課題評価実施フロー案-
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•来年度の課題評価においても今年度と同様の１５項目を用いることが有効

評価項目案 SIP期間中
の情報

SIP期間終了後の
情報

社
会
実
装
や
研
究
開
発
の
面

【項目1】 プロダクト・サービスの上市による社会実装の進捗

【項目2】 協調領域におけるデータベース等提供による社会実装の進捗

【項目3】 社会インフラ提供等による社会実装の進捗

【項目4】 社会実装を目指す中での研究開発の進捗や成果

【項目5】 研究開発の学術的・技術的・政策的貢献
（論文などの学術的価値、人材育成等）

【項目6】 SIPでの研究開発等の活動による社会・経済構造への影響

ヒ
ア
リ
ン
グ
調
査
等
で

把
握

最
終
報
告
書
作
成
等
の
情
報

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
等
の
面

【項目7】 社会情勢変化による周辺状況を確認あるいは把握していたか、また、何らかの対応をとったか

【項目8】 （SIP期間開始時及びSIP期間終了直後のそれぞれにおいて）社会実装に向けた目標設定に際し、
十分に検討・議論を行って設定したか

【項目9】 社会実装に向けて、研究開発に係る方向性の再検討や修正が行われていたか
【項目10】 社会実装に向けて、マネジメント体制が構築され機能していたか
【項目11】 社会実装に向けて、研究テーマ間で連携やシナジーが発揮されるように取り組まれていたか

【項目12】 社会実装に向けて、SIP内や他の国家プロジェクト間での連携やシナジーが発揮されるような取組がさ
れていたか

【項目13】 規制改革等に向けて、関係省庁への働きかけや関係省庁の担当者を巻き込んだコミュニティ・枠組み構
築等を実施していたか

【項目14】 社会実装成果や研究開発成果について、対外的な発信や課題外への連携・協力に向けたアプローチ
は行われていたか（国際的な働きかけも含む）

【項目15】 SIP期間終了後に研究開発等が継続できるように体制や枠組みが整備され機能していたか

ヒ
ア
リ
ン
グ
調
査
等
で
把
握

最
終
報
告
書
作
成
等
の
情
報

（
＋
ヒ
ア
リ
ン
グ
等
で
把
握
）

次年度実施方針-課題評価項目案-
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基本的には、今年度試行と同様の方法で実施。課題評価を実施する中で制度評価に必要となる情報を
収集し、SIP終了後の状況を考慮しつつ制度全体に対する評価を行う。

アンケート・ヒアリング
(テーマごと)

SIP制度全体での
制度評価結果を記載
＝制度評価

SIP制度全体に対する制度評価

１１課題を概観した時に総論とし
て、〇〇という制度が有効にはた
らいており、成果につながったとい
える。

・・・

ヒアリングメモ、
ヒアリング内容整理等

ヒアリングメモ、
ヒアリング内容整理等

ヒアリングメモ、
ヒアリング内容整理等

テーマ
B

テーマ
D

テーマ
A

テーマ
C

テーマ
E

A

C

E

主要テーマ選定
(課題ごと)

課題評価で実施するPD
ヒアリング調査において、
制度評価に関する情報を
収集

テーマ及びPDに対する
ヒアリング結果を踏まえ、
SIP終了後の状況を
考慮しつつ制度全体に
対する評価を実施

課題評価で実施するアンケート調
査・ヒアリング調査において、制度
評価に関する情報を収集

課題評価と同
様に、テーマを
対象とした
情報を収集

PDヒアリング
(課題ごと)

次年度実施方針-制度評価実施フロー案-



28

課
題
評
価

情報収集 分析 評価
改善方策

情報収集 分析 評価

将来の科学技術・
イノベーション政
策の企画・立案の

示唆導出

成果の実用化・事業化の進捗の評価

制度の有効性等に関する評価

2021年度試行

2021年度検討制
度
評
価

次年度実施方針-改善方策の提案-

1.社会実装への問
題点と要因を分析

2.改善方法の検討

3.取り得る解決策
を検討。課題側へ
フィードバック

課題評価に含まれる「改善方策の提案等」の導出プロセス
社会実装に向けた改善点については、「将来の科学技術・イノベーション政策の企画・立案
への示唆導出」に反映させることも必要

1.社会実装に向け
た改善点のうち、
制度見直しに繋
がるものを整理

2.改善方法の検討
3.制度見直しの方
針を検討。次期
SIPや他の国プロ
への展開。



8. まとめ
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まとめ

・課題を特徴を明確化する観点を設定し、試行対象となる３課題を選定

〇追跡評価の試行の前段階として、以下の点を検討

・上記観点を基に、評価の試行に向けた評価項目案を作成

・収集した情報の整理およびストーリーボード作成の方法を検討

〇３課題に対し、追跡評価の試行を実施

・エネルギーキャリア、次世代農林水産業、革新的構造材料

〇改善すべき点を試行から抽出し、次年度実施方針を策定
・今年度の追跡調査による試行の結果から、来年度追跡評価にて活用すべきもの、
改善すべきものを導出
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